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研究成果の概要： 
 
国内外の英語文学研究者（日本、韓国、中国、台湾、マレーシア、インド、トルコ、フィリ
ピン、シンガポール）と日本文学研究者が、研究課題について、英語論集（2007年、マレーシ
ア）と日本語論集（2008 年、日本）を出版し、国際会議（2008年、台湾）を行うことで、共同
作業による英語文学研究を推進する知的基盤を確立することができた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 6，400，000 0 6，400，000 
2006 年度 3，400，000 0 3，400，000 
2007 年度 3，500，000 1，050，000 4，550，000 
2008 年度 1，600，000 480，000 2，080，000 
  年度    
総 計 14，900，000 1，530，000 16，430，000 
 
 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 文学 各国文学 文学論 
キーワード：英米文学、アジア、受容と変容、ポストコロニアル、翻訳、シェイクスピア 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、科学研究費補助金（基盤研究
（C））（平成 13 年度～16 年度）「日本および
東アジアにおける英米文学の受容と変容（19
世紀・20 世紀）」（研究代表者：荒木正純）、
課題番号：13610682）の拡大発展を目指して
始まった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の主な目的は以下の二点である。 
(1) 国内外における研究者同士のネットワー
クの拡大 
(2) 日本文学や英文学といった分野の垣根を
越えた学際的共同研究の模索 
 
３．研究の方法 
 基本的には、各研究分担者が本研究課題を
意識して独自に研究を行い、その成果は 4 で
詳述した日本語・英語論集や国際学会などで
発表した。このようにして、分担者同士が研
究成果を共有し、相互に議論をおこなった。 
 
４．研究成果 
 本研究の主要な成果としては、以下の三点
を挙げることができる。 
(1)Araki, Lim, Minami, Yoshihara eds., 
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English Studies in Asia (Malaysia: 
Silverfish Books, 2007)を出版したこと。 
(2)筑波大学文化批評研究会編『テクスト
たちの旅程――移動と変容の中の文学』
（花書房、2008 年）を出版したこと。 
(3) 国 際 学 会 Reception and 
Transformation of American and English 
Literature in Asia (September 26-7, 
2008)を、筑波大学と国立台湾大学との共
催にて開催したこと。 
 
 (1)と(3)によって、国内外の英語文学研究
者同士のさらなる共同研究を可能にする基
盤を構築することができた。しかし、本研究
に参加した日本文学研究者と英語文学研究
者の共同研究や、日本文学研究者による本研
究課題の理論的検討については、(2)の出版
においてその萌芽を認めることができるの
みであった。 
今後は、真に学際的な研究を実現するため、
例えば連名にて論文を執筆するといった、文
学研究においてはほとんど行われない作業
を可能にする場を作り上げる必要がある。 
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